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令和８（2026）年３月３１日   校長 町谷 光博 

令和７（2025）年度 東京都立山崎高等学校 学校経営報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観点 中期的目標と方策 今年度の教育活動の目標と方策 重点目標と方策 自己評価・報告 

学 習 指 導 

■ 「東京型教育モデル」を実践し、習

熟度や進路希望等の個性や能力を踏

まえた個別最適化を推進 

【目標】Society5.0 時代を切り拓くイノ

ベーション人材を育成 

【方策】 

１－１ カリキュラム・ポリシーに基

づき、教科会、教科主任会、職員研

修連絡会を開催して、学力分析、学

習指導分析等を深化させ、組織的に

生徒の学力の向上を図ります。 

 

【目標】一人ひとりの個性や能力に合

った最適な学びの実現 

【方策】 

２－１ 一人ひとりの個性や能力に合

った最適な学びの実現を図るため

に、小中学校で学んできた道徳教育

を織り込み、説明中心型の授業では

なく、生徒同士の学び合いの時間と

振返時間を全ての授業に組み込み

 

【目標】全ての生徒に確かな学力を育

む教育 

【方策と数値目標】町田市立七国山小

学校及び町田市立山崎中学校と連携し

て、相互の授業見学と合同研修を２回

以上開催し３５名以上参加 

３－１ 「学びたくなる授業」づくり

の定着化を意図して、長期休業期間

の講座を改善し「本物を見て、触れ

 

町田市立七国山小学校及び町田市立山崎

中学校と連携した相互の授業見学及び合

同研修への参加者数 19 名 

 

４－１ 校外学習講座を７講座新設して

実施し、41 名の生徒が参加した。学校評

価アンケートによれば、参加者のうち

83％の生徒が教育的効果について肯定的

に評価した。 

 

Anniversary 40th 

since 1983 

 
山高魅力化プロジェクト 
 
 18 歳成年に相応しい立ち居 

振る舞いができる主権者の育成  
         

・教育課程実践検証協力校 

（国立教育政策研究所） 

・ユネスコスクール 

（日本ユネスコ協会） 

・教職大学院連携協力校 

（東京都教職員研修センター） 

・AI 教材活用推進校・学力向上研究校 

（教育庁指導部高校教育改革）部高

校教育改革  

〇東京都教育委員会目標       ・スクール・ミッション   

 

〇スクール・ポリシー        ・グラデュエーション・ポリシー  ・カリキュラム・ポリシー 

・アドミッション・ポリシー 

 

〇本校の教育目標と目指す学校     

・ユネスコスクールとして ESD の推進拠点となる持続可能な教育実践に取組み、自らの行動に自信をつけさせ

自己肯定感を高める教育活動を通じて、生徒一人一人が変化する社会に柔軟に対応する力（知識・技能・思考

力・判断力・表現力・コミュニケーション力）を培い、共に挑戦し学び続ける心身の構えが身に付いた生徒を

育成する。 

・生徒の心身の安全と秩序の向上を最優先した教育活動を通して、（敬愛）互いの人権を尊重し、（協働）協力し

合いながら、生徒一人一人が将来の夢や希望をかなえるために、（克己）自分の弱さを克服し、（高志）志を高

めて自ら学びに向かおうとする姿勢を養い、18 歳成年年齢を踏まえた立ち居振る舞いができる主権者を育成す

る。 

 

〇本校のグランドデザイン 

〇町田市・山崎町と緊密な連携 ・町田市立山崎中学校、町田市立七国山小学校、正和幼稚園、町田青年会議所等と連携した教育活動 

・東京都町田市への郷土愛の更なる育成・山崎高校生の町田市・山崎町への理解伸長 ・地域の課題解決へ貢献（防災・防犯・地域活性化） 

〇高大連携          ・桜美林大学、玉川大学、東京家政学院大学等との連携 
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１－２  カリキュラム・ポリシーを徹

底し、すべての教育活動の質の向上

を目指すために、TOKYO スマート・

スクール・プロジェクトに基づき、

教育のデジタル化を推進します。 

１－３ ユネスコスクールに相応しい

持続可能な開発に向けた教育（ESD）

を、義務教育までの道徳教育を礎に

して、すべての教科・科目と、すべ

ての学校行事等に織り交ぜて「主体

的・対話的で深い学び」の実現と探

究能力の向上を図ります。 

１－４ 教科指導のなかで、興味関心

や能力が高い生徒、または、将来の

進路実現に向けて、プラス（入試や

進路選択）になると考えられる生徒

については、「ビブリオバトル」「ス

ピーキングコンテスト」「サイエンス

フェア」等の大会やコンテストへ意

図的に参加を働きかけて、一人ひと

りの個性や能力にあった最適な学び

に取り組みます。 

１－５ １０年度入学生からの教育課

程を見直します。 

１－６ TOKYO GLOBAL GATEWAY 等

を活用しコミュニケーション能力の

向上を図ります。 

１－７ 生徒一人１台タブレット端末

や AI 教材を活用して、授業外学習時

間増を図り、学習習慣の定着につな

げて、学力の向上を図ります。 

１－８ 各教科で、資格取得や検定に

取り組むことを検討いたします。 

「主体的・対話的で深い学び」の実

現に向けて「学びたくなる授業」づ

くりの定着化を図ります。 

２－２ 教科主任会議を時間割（木曜

１時間目）に組み込み、「授業規律の

運用と改善」「入学選抜」「模試」「共

通テスト」等の分析等を行うととも

に、教科書選定や教育課程、観点別

評価や ICT 活用、施設・設備活用と充

実等について共有化・共通化を深め

て、授業改善と学力向上を図りま

す。 

２－３ 習熟度クラスを設けて、個別

最適な学びと協働的な学びを活性化

させ、意欲の高い生徒の向学心を高

めさせて、全生徒の意欲の向上を図

ります。 

２－４ 「総合的な探究の時間」は、

コンソーシアム会議で PDCA をサイ

クルし、地域関係機関とともに授業

づくりに取り組み、探究支援員を活

用して、フィールドワーク等を通し

た探究活動を実施し、課題発見能力

や問題解決能力を育成する。そし

て、調べ学習に留まらないように、

（１学年ではスライド発表、２学年

では山崎サミット、３学年ではポス

ター発表等を評価の観点とします）。

主体的な判断力や表現力を養いま

す。 

２－５ 全教員が、年間２回（新規採

用者３回）授業を動画撮影して、教

員相互が研鑽できる環境を整え、「主

体的・対話的で深い学び」の実現に

向けた授業改善と授業力の向上に取

り組みます。 

て」リアルに学べるように校外学習

講座（飛び出せ山崎）を新設しま

す。 

３－２ 小テスト等の授業内評価や単

元別評価を重視して、定期考査のた

めの授業ではなく、きめ細やかに習

熟度を測り、小中学校までの道徳教

育を織り込んだ学習環境を整え、学

力向上を図ります。 

３－３ 教室掲示物はできるだけ

Teams へ移行するともに、ゴミを持

ち込まない指導を意図してゴミ箱を

最小限化する等、教育環境のユニバ

ーサルデザイン化を含めて、授業環

境の改善向上を図ります。 

３－４ 生徒に時間を管理することを

意識化させることを意図して「ノー

チャイム制」を導入し、授業開始の

チャイムとともに授業開始を厳守さ

せ自主自律を深化させ主体性を伸長

させます。 

３－５ 教職員が、クリーンデスクを

含めた執務室の５S（整理・整頓・清

潔・清掃・躾）に徹底して取り組

み、生徒に模範を示します。 

３－６ 各教科のシラバスを活用し

て、各教科で統一した授業規律等の

徹底を図り、規範意識、公共心、道

徳教育の充実を図り組織的な対応を

徹底します。 

３－７ 町田市立七国山小学校及び町

田市立山崎中学校と連携して、相互

の授業見学と合同研修を年２回以上

実施し、発達を踏まえた段階的な学

校教育の現状を把握し、授業力向上

につなげます。 

４－２ 全学年において習熟度に応じた

クラスを設置し、生徒の実態に応じた指

導を行った。評価についてもクラスの特

性に応じて実施したが、より統一的な指

導を行うため、教科主任会において調整

を一層強化する。 

４－３ リーフレットやポスターを除

き、多くの教室掲示物を Teams や Classi

を活用して配信した。しかし、教科ごと

の取組に差が見られ、また３割程度の生

徒が教育活動以外の日常生活においてタ

ブレットを十分に活用できていない実態

があった。教科主任会や各学年と連携

し、生徒が主体的に一人１台端末を活用

できるよう、取組を一層推進する。 

４－４ ノーチャイム制の導入により、

全体の遅刻数が３割減少するなど、時間

を守る意識の向上が見られた。次年度

は、より個別最適な指導の充実に向け、

朝の SHR に確実に参加するよう指導を

強化する。 

４－５ 教職員の９割以上が机上のクリ

ーンデスクに取り組み、個人情報の紛失

に関わる服務事故は０件だがヒヤリハッ

トはあった。 

４－６ 年度当初に教職員間で授業規律

の共通理解を図り、組織的な対応を行っ

た。教科主任会において対応が困難な事

例を共有・検討し、取組の一層の強化を

図る。 

４－７ 小学校・中学校との合同研修を

年３回実施し、教職員 19 名が参加し

た。また、高等学校の授業公開には近隣

の教職員 30 名が参加した。次年度は教

職員が参加しやすい体制を更に整備し、

地域連携を踏まえた指導の充実につなげ

る。 
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生活指導・ 

健康づくり 

■ 生徒の成長を社会全体で支え、主体

的に学び続ける力を育む「学び」 

【目標】生徒の健全育成と心身の健康･

体力向上の推進と、きめ細かいサポー

トの充実 

【方策】 

１－１ コンプライアンスを徹底し、

生命を大切にし、お互いを尊重する

意識を醸成します。 

１－２ 持続可能な開発に向けた教育

（ESD）をとおして、持続可能な環境

づくりと美化活動等に取組み、グロ

ーバルシチズンシップを醸成しま

す。 

１－３ 人権尊重の理念を定着させ、

あらゆる偏見や差別をなくす教育を

充実します。 

１－４ 生命を大切にする心や他人を

思いやる心、規範意識等を育む教育

を充実します。 

１－５ いじめ防止等の対策や自殺対

策に資する教育を推進します。 

１－６ 生徒に寄り添い向き合う指導

を充実させて、グラデュエーショ

ン・ポリシーにおける「社会性」、

「主体性」、「実行力」の育成を図り

ます。また、リーダーシップ力を向

上させながら、規範意識の向上を図

り、18 歳成年に相応しい立ち居振る

舞い（挨拶、言葉使い、責任ある判

断と行動等を含む）を身に付けさせ

ます。 

【目標】生徒の健全育成と心身の健康･

体力向上の推進と、生徒の社会化 

【方策】 

２－１ 校則について、生徒・保護

者・地域・関係機関・教職員等と協

議を深めて見直しを図ります。 

２－２ SNS など「SNS 山高ルール」

を徹底し情報モラルやマナーを身に

付けさせて、Society5.0 時代を切り拓

くイノベーション人材を育成しま

す。 

２－３ 学校行事・生徒会活動・部活

動は、生徒が主体となって、準備・

実施・片付け・引き継ぎができるよ

うに立案・実施・評価・見直しを実

施して、１８歳成年に相応しい立ち

居振る舞いを身に付け、真の自立を

図ります。 

２－４ 「特別支援コーディネーター

連絡会」を週１回（月曜日３時間

目）開催し、特別支援教育コーディ

ネーターがスクールカウンセラーと

連携して、個別の支援や個別の教育

相談活動の充実化と、ソーシャルス

キルや非認知能力の向上を図るな

ど、生徒の自立と自律に向けた教育

を推進します。 

２－５ 教職員が率先するとともに関

係機関や保護者と連携して、自転車

ヘルメット着用を推進します。 

【目標】１８歳年齢に相応しい立ち居

振る舞い（主体的、自主・自律、権利

と義務等）ができる主権者 

【方策と数値目標】延べ遅刻数 5000

以下 

３－１ 教員間で生徒指導に差がでな

いように、校則の見直しを引き続き

深化させるとともに、時間講師等を

含めた毎朝の打合せでの周知徹底、

校内研修等を繰り返し実施する等、

指導の共通化を図ります。 

校則の点検と見直しについては

（教育庁指導部高等学校教育指導課 

３教指高第３６号）のとおりに計画

的にすすめます。 

３－２ 教職員等（TEAM 山高）全員

による統一した生活指導により、衛

生的で、安全・安心な学習環境を整

えて、健全な心身の育成を図りま

す。 

３－３ 町田の丘学園の支援の下、特

別支援コーディネーター連絡会を中

心に、教室等のユニバーサルデザイ

ンを推進し、特別支援教育の充実を

図ります。 

３－４ ユネスコスクールとしての活

動を充実させ、生徒会・委員会活動

等の深化・充実を図り、自己の役割

や責任感を果たすことにより、主権

者意識の向上と自己肯定感の向上に

つなげるとともに、グローバルシチ

ズンシップを醸成します。 

 

延べ遅刻数 10506 回 

 

４－１・４－２ 教職員間で授業規律を

統一した指導を行い、生徒の 77.1％、保

護者の 60.1％から肯定的な評価を得た。

また、２月に教職員・生徒・保護者を交

えた校則の見直しに関する協議を実施

し、部活動時の登校時の服装等について

検討を進めた。 

４－３ スクールカウンセラーの支援を

受け、特別支援コーディネーター連絡会

を年 25 回実施した。また、10 月 22 日

の職員研修において、町田の丘学園より

旭岡先生を講師として招聘し、ユニバー

サルデザインの視点に関する理解を深め

た。 

４－４ 全ての生徒がいずれかの委員会

に所属し、自己の役割や責任を果たす指

導を充実させた。生徒会活動において

は、朝のボランティア活動や地域交流行

事への参加、SNS 山高ルールの改訂を通

して、生徒の自己肯定感の向上ととも

に、学校全体の意識の向上を図った。 

４－５ ヘルメット着用率に関して課題

が残り、次年度の法改正と共に着用の徹

底を図る。 

 

 

 

進 路 指 導 

■ 生徒の個性と成長に合わせて意欲を

引き出す「学び」 

【目標】世界に羽ばたくグローバル人

材の育成 

【方策】 

１－１ アドミッション・ポリシーを

基に、人権教育、主権者教育等を実

施して、１８歳成人に相応しい立ち

居振る舞いができる主権者を育成し

ます。 

【目標】夢と志をもち挑戦しようとす

る力を育む教育 

【方策】 

２－１ １年生から３年生までの面接

指導を全教員体制で実施し、生徒理

解を深めながら、生徒の進路実現に

向けた相談と具体的な指導・助言に

取り組み、教員間で情報共有を図

り、計画的・組織的に生徒の意識と

面接対応能力の向上を図ります。 

【目標】高いレベルでの進路実現の達

成率向上 

【方策と数値目標】進路決定率 100％ 

３－１ 多様な進路希望に対応するた

めに、「面接対策（年３回以上）」を

１学年から３学年まで実施します。

その際に、１・２年生は、非行防止

や不登校未然防止を意図して、夏季

休業期間終了日までに１回以上実施

します。３年生で校長推薦が必要な

者は 8 月 28 日までに校長面接を実施

 

進路決定率 93％ 

 

４－１ 全学年において生徒全員を対象

とした面接を実施した。１学年は５

３％、２学年は５９％の生徒が夏季休業

前に面接を終え、３学年では推薦が必要

な生徒５１名全員に対して校長面接を実

施した。これにより進路実現に資すると

ともに、生徒一人ひとりの悩みや考えに

寄り添った個別最適な指導を行った。 
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１－２ グラデュエーション・ポリシ

ーにおける「創造力」、「表現力」、

「課題発見力」を育成し、変化する

社会に柔軟に対応する力を養いま

す。 

１－３ 「総合的な探究の時間」にお

ける体験活動等が進路実現に関係し

ていることを生徒に指導し、入学時

からのキャリア教育と重ねあわせ

て、「創造力」「課題発見力」を向上

させ、18 歳成年に相応しい立ち居振

る舞いができる主権者を育成しま

す。 

１－４ 東京都教育委員会が推進する

海外研修等、都立学校ならではの事

業への参加を推進し、前例に捉われ

ずに、都立学校としての強みを生か

した教育に、積極的に取り組みま

す。 

１－５ 国内修学旅行を廃止し、海外

研修（３年次の長期休業期間）を実

施して、グローバルシチズンシップ

の育成を図ります。 

２－２ 「総合的な探究の時間」におい

て、アウトプットすることに重点を置

いた指導を計画し「表現力」の向上を

図り、卒業後の進路活動における面

接・論文等に活用できるように深化さ

せます。 

２－３ 生徒（上位層及び中位層）

が、さらに、学力を伸ばし、進路実

現を果たして行けるような、講習

（ゼロ限目）等を実施するととも

に、学習が苦手な生徒（中位層及び

下位層）の学力向上に向けた取組

を、引き続き、粘り強く行うととも

に、入学選抜等の分析会や模擬試験

等の事前学習期間を工夫する等の改

善を図ります（２学期始業日の工夫

等）。 

２－４ 海外交流 PT を設置し、R7 年

度に海外研修（台湾）を実施しま

す。 

するとともに、全教職員で生徒の進

路実現を支援します。 

３－２ ユネスコ活動を基に、町田市

や山崎町を焦点化した探究学習に取

り組み、「山崎サミット」を開催する

等、関係機関や地域住民と意見交換

（コンソーシアム）をしながら持続

可能な開発に向けた教育（ESD）の

充実化を図ります。 

３－３ 玉川大学及び桜美林大学との

連携を深め、高等教育について理解

の深化を図り、キャリア教育の充実

化を図ります。 

３－４ 町田青年会議所及び町田山崎

団地商店街等との交流を深化させ、

共同して生徒の社会化を図り地域の

教育力を活用したキャリア教育を推

進します。 

４－２ 年６回のコンソーシアム会議を

実施し、まちやま祭及びまちやまサミッ

トの実現に向けた建設的な協議を行っ

た。これにより両行事の充実を図るとと

もに、探究学習の指導に関する基本的な

考え方を共有し、指導計画の改善を行っ

た。次年度は更なる PDCA サイクルの充

実を図る。 

４－３ 玉川大学の小林教授による講演

を１学年対象に１回、教職員対象に１回

実施した。また、桜美林大学と連携し、

まちやま祭の運営に取り組むことで、キ

ャリア教育の充実につなげた。 

４－４・４－５ 探究学習の一環として

台湾との交流を実施するとともに、海外

研修旅行を実施した。３２名の生徒が参

加し、国際理解の深化を図った費用対効

果が高い充実した旅行となった。 

特別活動等 

【目標】特別活動等の充実化 

【方策】 

１－１ 生涯を通じて、たくましく生

きるために必要な体力を育む教育を

推進します。また、健康で充実した

生活を送るための力を育む教育を推

進します。 

１－２ 危険を予測し回避する能力

や、社会の安全に貢献できる資質・

能力を育む教育を推進します。 

１－３ 生徒会・委員会が中心となっ

て、学校行事の一層の充実を図り愛

校心や帰属意識、郷土理解、リーダ

ー性を高めます。 

１－４ 生徒会活動の活性化を図り、

生徒の主体的な参加を通じてスポー

ツや文化活動に親しみ、これまで培

ってきたオリンピック・パラリンピ

【目標】学校行事や生徒会活動による

リーダー養成 

【方策】 

２－１ 地域の関係機関等と連携を図

り、学校内外を問わず、発表・実践

を通して、知識・技能の伸長を図る

とともに、主体性と主権者意識を育

てます。 

２－２ 学校行事や生徒会活動では、

生徒が主役となり生徒自身が企画・

運営（清掃・片付け・改善・引き継

ぎを含む）に取り組み、達成感と成

就感等を経験させて、自主自立を図

ります。 

２－３ 生徒委員会活動を重視し、地

域関係機関との交流及び他校交流を

推進して、自主自立の精神やリーダ

【目標】学校の特色を生かした非認知

能力の向上 

【方策と数値目標】ボランティア参加

者 100 名以上、図書貸出冊数一人４冊

以上 

３－１ ユネスコスクール認定校の特

色を踏まえて、生徒委員会数につい

て、生徒一人一人に役割を与えて、

社会性を育むとともにコミュニケー

ション能力、課題解決能力や責任感

等の深化を図り 18 歳成年年齢に相応

しい主権者意識を身に付けさせま

す。  

３－２ 委員会・部活動活動は、委員

長会・部長会を毎月定期的に開催す

るとともに、（仮称：リーダー研修

会）を新設し、リーダーシップの育

成と、自主自立の向上を図ります。 

 

ボランティア参加者 140 名、図書貸出冊

数 4933 冊（１人当たり 10.1 冊） 

 

４－１ ６月の Green Day、９月の世界

教師デー、12 月の世界人権デーにおい

て、委員会の生徒を中心に環境美化や人

権意識の向上を目的とした取組を実施し

た。また、約 140 名の生徒が地域ボラン

ティア活動に参加し、地域の中で自己の

役割を認識し責任を果たす態度の育成を

図った。 

４－２・４－３ ７月 22 日にリーダー

研修会を実施し、各委員会及び部活動の

代表生徒が参加した。これにより、リー

ダーとしての自覚と主体的な行動力の向

上を図った。 
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ック教育の活動を「東京 2020 レガシ

ー」の構築に向けて、さらにその先

に社会で活躍するために必要な人間

力を身に付ける教育を推進します。 

１－５ 図書室の利用を促進し、読書

活動をさらに推進させ、国語力や表

現力を養わせ、読書意欲の向上と未

読率の解消を図るとともに、ビブリ

オバトル（書評合戦）等に積極的に

参加します。 

ーシップを育成して人間力の向上を

図ります。 

２－４ 部活動等の安全・充実の向上

を図るため、学校規模（人・施設・

予算）に見合った規模へ「選択と集

中」を図り、地域や連携大学からの

外部指導員等を積極的に活用するこ

とを推進して、中学校や地域等との

交流をとおして部活動の推進を図り

ます。 

 例：部活動や委員会顧問を兼任する

ことを解消するとともに、教職員も

生徒も活動が分散することがないよ

うに、活動曜日や活動時間を整頓し

て、学習活動と特別活動の安全・安

心の向上を図ります。 

３－３ オリエンテーション期間と各

学期はじめに図書館からのガイダン

ス等を改善して、自学自習の生徒増

を含めた図書活動の充実を推進しま

す。 

３－４ ラウンジを活用して、学校行

事の記録等を展示する等、自己肯定

感の向上や学校生活の充実感向上が

図れるように、改善・充実に取り組

みます。 

３－５ ユネスコスクールとして SDG

ｓを推進し、「世界人権デー」「世界

教師の日」「GreenDay」を計画的に

実施します。 

４－４ ラウンジに探究学習や海外交流

に関するパネルを６枚設置し、生徒の取

組の可視化を進めた。 

４－５ １学年全クラスを対象に図書館

ガイダンスを実施するとともに、毎月図

書館だよりを発行した。また、ビブリオ

バトルに１学年の生徒１名が参加するな

ど、読書活動の推進に成果が見られた。 

 

家庭･地域 

との連携 

協力･交流 

活動、学

校 広報活

動 

【目標】地域・社会の教育資源を活用

し、生徒を支え伸ばす教育活動の推

進 

【方策】 

１－１ 家庭や地域（警察、児相、子

家セ等）との連携を深めて、18 歳成

年に相応しい立ち居振る舞いができ

る主権者を育成します。 

１－２ 学校の魅力発信については、

日頃の教育活動を動画にまとめ、保

護者会や学校説明会等で、在学生か

ら直接、本校保護者や中学生、中学

生保護者へ発信できるように、保護

者会や学校説明会等の運営方法と内

容を改善します。 

１－３ 地域（防災、防犯、交流イベ

ント、環境美化）活動へ積極的に参

加するとともに、海外及び国内のユ

ネスコスクールとの交流を促進しま

す。 

１－４ 避難訓練や防災教育を見直

し、避難所開設や帰宅訓練等、地

域、関係機関、保護者を含めた内容

へ改善を図り、実践的な力を養いま

す。 

１－５ 桜美林大学、玉川大学、東京

家政学院大学等と連携を深めて、大

【目標】学校と家庭、地域・社会が一

体となり、子供を見守り、育てる教育

活動の推進 

【方策】 

２－１ 授業公開、学校説明会、保護

者会、学校行事等、保護者及び地域

住民の参加者数増をめざして、 開

催の周知方法や内容の改善を図り、

「山高」の魅力を発信します。 

２－２ 山崎町や町田市と緊密に連携

して避難・防災・防犯体制を常に見

直し、「危機管理マニュアル」等を細

やかに更新するなど、学校課題を発

見・改善する校内研修を意図的、計

画的に実施します。 

２－３ 山崎町や町田市へ貢献できる

ような体験をとおして、生徒の自己

肯定感の向上が図れるような連携を

推進します。また、山崎町や町田市

と連携して安全教育、防災教育の充

実化を図ります。 

２－４ 町田市立七国山小学校及び町

田市立山崎中学校と本校との連携を

さらに深化させます。 

２－５ 学校 HP と Twitter の更新回数

と内容の改善を図り、保護者、地

域、関係機関等から、さらに信頼が

【目標】町田市・山崎町等地域との連

携・交流 

【方策と数値目標】学校 HP 更新 50 回

以上、Instagram100 回以上、授業公

開、学校説明会、保護者会・学校行事

等の来校者数 2100 名以上、学校説明

会 300 名以上 

３－１ 生徒会（委員会・部活動を含

む）生徒を中心として、地域貢献活

動に力を入れ、地域清掃や挨拶運

動、ボランティア活動に積極的に参

加させます。地域の方々にふれあ

い、社会の力になる体験をさせ自己

肯定感を高め、非認知能力の向上を

図ります。 

３－２ 「総合的な探究の時間」等の

教育活動を実施するにあたり、山崎

団地自治会、山崎団地名店街、町田

市青年会議所、玉川大学教育学部等

とともにコンソーシアム会議を年４

回開催して、持続可能な地域探究に

取り組みます。 

３－３ 「幼小中高合同文化祭」は、

委員会活動や学習活動の成果発表等

を充実させ、改善を図ります。 

３－４ 国内ユネスコスクールへ訪問

する等、教員間・生徒間交流を充実

 

学校 HP 更新 187 回、Instagram 更新 111

回、来校者数合計 1461 名、学校説明会

参加者 528 名参加 

 

４－１ 朝のボランティア活動や地域交

流行事への参加、SNS 山高ルールの改訂

を通して、生徒の社会の一員としての意

識の向上を図るとともに、自己肯定感の

向上及び学校全体の意識の向上につなげ

た。 

４－２ 年６回のコンソーシアム会議を

実施し、まちやま祭及びまちやまサミッ

トの実現に向けた協議を行った。これに

より、地域と連携した教育活動の充実を

図った。 

４－３ 幼少中高合同文化祭の名称を

「まちやま祭」とし、実行委員会を組織

して計画的な運営を行った。また、吹奏

楽部やダンス部を中心に部活動の参加を

推進し、地域に開かれた学びの場として

の機能を高めた。 

４－４ 11 月 7 日に七国山小学校(3 年

生)・本校(1 年生)との地域連携「合同防

災訓練」を実施。異年齢交流を通じて、

教育効果を共に高め合う相乗効果を得る

ことができた。 
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学生や大学関係者等との交流をとお

して、生徒の自立・自律を深化させ

ます。 

高まる、開かれた学校づくりを推進

します。 

させて、他者理解能力やコミュニケ

ーション能力等の向上を図ります。 

学校経営・ 

組 織 体 制 

【目標】学びを支える教師力・学校力

の強化 

【方策】 

１－１ 教育公務員として、高い使命

感・倫理観をもって服務規律を遵守

（コンプライアンス）し、生徒・保

護者・地域関係機関等から信頼され

るように常に見直しと改善を図りま

す。 

１－２ 質の高い教育を支えるための

環境と、質の高い学校教育を支える

施設・設備等を整備します。 

１－３ ライフ・ワーク・バランスの

推進への取組を促進します（「年休・

夏休取得推進週間」「定時退庁週間」

等）。 

１－４ C4th や採点システム等のデジ

タル技術を活用して業務の効率化

（時間等）を図ります。 

１－５ 教育公務員の魅力・やりがい

を発信し、誰もが「山高」に勤務し

たくなるような学校づくりを推進し

ます。 

  教育行政や学校教育の仕事の楽し

さや魅力、そして、都立学校で勤務

することの充実感や達成感等、喜び

が感じられる風土づくりを意識化し

た OJT に取り組みます。  

１－６ 地域や町田市立小中学校の声

に耳を傾けて、伝統を引き継ぎ、信

頼される学校経営いたします。 

１－７ 創立 50 周年に向けた計画を立

案し、着実に発展・進化させます。 

【目標】「ＴＯＫＹＯスマート・スクー

ル・プロジェクト」の推進 

【方策】 

２－１ 「学び方改革」「教え方改革」

「働き方改革」の３つの改革を同時

に推進します。 

２－２ コンプライアンス厳守、確実

な点検確認作業を心かけて実施し、

事故の未然防止を図ります。 

２－３ 教職員が執務室の５S（整理・

整頓・清潔・清掃・躾）に取組み、

事故未然防止の向上を図るととも

に、業務の効率化を図ります。 

２－４ 教育系と行政系の担当業務を

見直し、経営企画室の負担を軽減

し、経営企画機能を高め、学校経営

参画を推進し、教育系と行政系の職

員が組織的に連携した学校運営や施

設管理を行います。 

２－５ イクボス宣言、在宅勤務、男

性育休、時差勤務、定時退庁週間・

年休取得推進週間等を推進して、ラ

イフ･ワーク･バランスを推進しま

す。 

２－６ 登下校時や授業等で部活動指

定品を活用できるように改善する

等、「費用対効果」を評価して学校指

定品の見直しを図ります。 

２－７ 「教育的効果」「費用対効果」

を評価して学校行事、授業内容、年

間計画等の改善を図ります。 

２－８ 団体旅行で観光地を巡るよう

な国内修学旅行ではなく、卒業旅行

や海外派遣研修を実施します。 

【目標】ライフ･ワーク･バランス推進

と組織活性化 

【方策と数値目標】超勤時間月 80 時間

以上ゼロ･45 時間以上ゼロ、いじめや

生徒事故･体罰等の服務事故ゼロ 

３－１ 法令違反やコンプライアンス

違反は、遅滞なく関係機関へ連絡

し、厳正なる対応を徹底します。 

３－２ 経営企画室施設担当とミドル

リーダー等が連携し、中心となって

計画立案し、全教職員で、教室、執

務室、教科準備室、実習・実験室等

の整理（不必要な物の廃棄）・整頓・

清潔・清掃を強化し、害虫駆除等校

内衛生の確実な向上を図ります。 

３－３ 未来を支える生徒と教職員を

育成するために ICT 機器等のデジタ

ル技術を活用した校務（働き方改

革、東京 DX 等）を推進します。 

３－４ 校内研修連絡会を毎週水曜日

放課後に開催して、いじめ、体罰、

ハラスメント、入学選抜、服務等の

違反や事故未然防止を図ります。 

３－５ ミドルリーダー等による校内

研修等、人材育成の充実化を図り、

企画調整会議や教科主任会議を活性

化させ人づくりと組織つくりを深化

させます。 

主幹教諭が主任教諭を育成し、主

任教諭が教諭へ指導・助言しながら

支援をするような体制を深化させ

て、教育公務員としてのやりがいや

成果が実感できて喜びが感じられる

人材育成を図ります。 

 

超過勤務時間月 80 時間以上６名・月 45

時間以上延べ 91 名、いじめ 1 件・生徒

事故 1 件・体罰等の服務事故０件 

 

４－１ 

コンプライアンスを逸脱する事案が２件

発生したが、速やかに関係機関と連携し

対応するとともに、再発防止に向けた教

職員研修を実施した。 

４－２ 

校舎改築に伴い次年度夏季の引越し業務

に向け、全教職員で物品整理や環境美化

活動に取り組んだ。移転に向けた準備を

計画的に先回りした対応で進めていく。 

４－３ 

ICT 機器を活用し、朝の職員打合せを５

分以内で実施する取組を新たに導入し

た。これにより業務の効率化を図り、充

実した朝の SHR の実現に寄与した。次

年度は定着させ、更なる改善を図る。 

４－４ 

職員研修を年 25 回実施し、服務事故防

止、特別支援教育、ユネスコスクール、

入学者選抜等に関する内容を扱い、教職

員の資質向上を図った。 

４－５ 

教科主任会議を年 17 回開催し、職層に

応じた教科 OJT を推進した。次年度は取

組の更なる充実を図る。 

 


